
解 答
３２０.１１ １５ ６６宗 唄 欝 蔚 鰻

１３
３７.５ ２４ ８・２１ ２０姥 厩 浦 瓜

赤…３２本，白…３２本 赤…４８本，白…４８本就 唄 欝

Ａ…毎分２０ Ｂ…毎分８ (ｱ) ９時５０分 (ｲ) ９時５３分２０秒 １０時４９分州 唄 欝 蔚鞍 鞍

７種類 １０種類 １３種類 ４０種類修 唄 欝 蔚 鰻

解 説
与式＝４６×０.１４ー３６×０.１４＋□×４×０.１４ー６０×０.１４＋９０×０.１４＝１４宗 欝

(４６ー３６＋□×４ー６０＋９０)×０.１４＝１４ となり （ ）の中が１００になります。計算すると，，

□×４＋４０＝１００， □＝(１００ー４０)÷４＝１５

与式＝□×２＋□÷２＋１＝□÷３＋３÷２ □を⑥とおくと計算しやすくなります。蔚

６ ３→⑫＋③＋１＝②＋１.５ ⑬＝０.５ □＝⑥＝０.５× ＝１３ １３

父，母，娘それぞれの年齢が計算できますが，合計だけで十分です。鰻

父＋母＝７３,母＋娘＝４３，娘＋父＝４６より，父＋母＋娘＝(７３＋４３＋４６)÷２＝８１(才)

祖父は，８１ー１５＝６６(才)

時速３０kmで行くときと時速５０kmで行くときの時間の比は，速さの逆比で５：３です。実際にかかった時間姥

の差が１０時ー８時＝２時間ですから，時速３０kmで行ったときにかかった時間は，

５２時間× ＝５時間。９時に着くにはこれより１時間短くしますから，５ー１＝４時間で行きます。５－３

４ ５ ５時間を 倍にしますから，速さは 倍にして，３０× ＝３７.５km/時にします。
５ ４ ４

｢９で割る｣というのは，｢３で２回割る｣ということです。１×２×…×９９×１００の中に素因数の３が何個厩

あるかを計算します。

１００÷３＝３３…１，１００÷９＝１１…１，１００÷２７＝３…１９，１００÷８１＝１…１９

３３＋１１＋３＋１＝４８(個)ありますから，９で割れる回数は４８÷２＝２４(回)

沈めたおもりの体積の合計が，１cm分を超せばよいので，５０×５０÷(１×２×３)＝４１６…４より，浦

４１７個入れた時間を求めます。ＡさんとＢさんは６秒間(＝２と３の最小公倍数)に３＋２＝５個入れるので，

４１７÷５＝８３…２より，８３周期のあとＡとＢが１個ずつ入れたときです。

６秒の周期が８３回に加えて３秒かかるから

６×８３＋３＝５０１秒後→８(分)２１(秒後)

組み立てたときのＡ，Ｂ，Ｃの位置に気をつけて展開図に点ＡとＢを右図のように瓜

書き加えます。ひもをかけて最短になるのは右の図の太線のところですから，

使うひもの長さは結び目の８cmとあわせて，

３×４＋８＝２０(cm)

四隅に植えるわけですから，木の間隔は５６ｍと７２ｍの公約数でなくてはなりません。また，四隅ともに就 唄
すみ かんかく

赤い花の咲く木を植えるわけですから，各辺の間隔の数は偶数でなくてはなりません。５６と７２の最大公約数

の８ｍ間隔にすると，縦の間隔が７カ所になってしまいます。次に大きい公約数は４ｍであり，縦の間隔も横の

間隔も偶数になります。木は全部で最低，(５６＋７２)×２÷４＝６４本必要ですが，まわりには赤い花の咲く

木と白い花の咲く木が交互に並びますから，半数ずつになります。６４÷２＝３２(本ずつ)

右図の縦の列と横の列の木の本数は，それぞれの辺の間隔の数と同じになる欝

ので，横の本数は縦の２倍になり本数の和は３の倍数になります。また，赤赤

白白と続き本数は偶数となるので，本数の和は６の倍数になります。右図の縦

横の本数の和は，１００÷２＝５０本以下の６の倍数になるので４８本とわか

ります。全体では４８×２＝９６本になりますが，(1)と同様に赤と白は同数に

なるので，４８(本)ずつになります。
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目盛り１のときの水量をそれぞれ毎分Ａ ，毎分Ｂ として，０～２０分と２０～４０分の水量を計算すると，州 唄 鞍 鞍

ＡーＢ＝２４０÷２０＝１２…① Ａ＋４ーＢ×２＝８…② ①よりＡ＝Ｂ＋１２となるので②にあてはめて，

Ｂ＋１２＋４ーＢ×２＝１６ーＢ＝８，Ｂ＝８( ) Ａ＝８＋１２＝２０( )鞍 鞍

Ａ，Ｂともに目盛りを３にすると，毎分８×２×２ー(２０＋４＋４)＝４( )ずつ減っていきます。また，Ｂ欝 鞍

だけ目盛りを２に切りかえると，毎分２０＋４＋４ー８×２＝１２( )ずつ増えていきます。鞍

(ｱ) ４０分から７０分までの３０分間で，６００ー４００＝２００( )増えたので，目盛り２に切りかえるまで鞍

の時間はつるかめ算で，(１２×２０ー２００)÷(１２＋４)＝１０(分間)とわかります。したがって切りかえ

た時刻は９時５０分です。

(ｲ) 目盛り２に切りかえたとき水そう内の水量は，４００ より４×１０＝４０( )減っていますから，再び鞍 鞍

１４００ になるのは，４０÷１２＝３ 分後 → ９時５３分２０秒鞍
３

水そうの水が減るのは，Ａ，Ｂの目盛りが(１，３)(２，３)(３，３)の３つの組み合わせのときです。蔚

グラフの様子から，１分間に減る水の量は順に，４ →８ →１２ と変化したと読み取れます。２００ にな鞍 鞍 鞍 鞍

るまでに全部で４００ 減っているので，鞍

４×○＋８×(○＋○)＋１２×(○＋○×２)＝○×２４＋○×３２＝４００ア ア イ ア イ ア イ

→ ○×３＋○×４＝５０ を満たす整数○と○の組のうち，２００ になるまでの時間(○＋○)×３がア イ ア イ ア イ鞍

もっとも少なくなるのは，○＝２，○＝１１のときです。したがって，もっとも早く２００ になるのは，ア イ 鞍

１０時１０分から３９分後の１０時４９分です。

量れる重さは，１ｇ，３ｇ，４ｇ，６ｇ，７ｇ，９ｇ，１０ｇの７種類です。修 唄

，左に１ｇのせた場合の，３－１＝２(ｇ)，６－１＝５(ｇ)，９－１＝８(ｇ)の３種類ができます。加欝 唄に えて

結局，これは１ｇから１０ｇまですべての種類の重さが量れるということです。

１ｇのおもりと３ｇのおもりだけを利用すると，１ｇ，２ｇ(＝３－１)，３ｇ，４ｇが量れます。この蔚 まず，

重さを左に作り右に９ｇをのせると，９ｇからそれぞれ引いた５ｇから８ｇまでのすべての重さが量れます。

逆に，この重さに９ｇを加えるとする，さらに１３ｇまで全部で１３種類の重さが量れることになります。

１４ｇを量ることを考えると，増やすおもりは１３＋１４＝２７ｇにすればいいことがわかります。 と同様鰻 蔚

に考えれば，１ｇから１＋３＋９＋２７＝４０ｇまでの４０種類の重さが量れることになります。


